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株式会社ヴィス   

 

【動画書き起こし記事】 M&A 、株主優待の新設に関する 対談動画 

 

ワークデザインを手がける株式会社ヴィス（本社： 東京都港区、代表取締役社長：金谷智浩、東

証スタンダード： 5071 ）は、 2026 年９ 月 30 日に公開した 「 IRTVinterview 」（ M&A と、 株主優待

の新設など株主還元強化について ） の対談動画を書き起こし記事として 公開しましたので お知らせ

します。   
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■ IRTVinterview 対談動画 

URL（ YouTube ）： https://youtu.be/XDifpWiW5gg?si=RsHKomKulRdBlRb5  

 

 

 

(記事本文) 

…………………………………………………………………………………………………………

… 

IRTV：  本日は東京スタンダード市場上場  証券コード 5071  株式会社ヴィスより代表取

締役社長、 金谷さんにお越しいただきました。金谷 さん よろしくお願いいたします。  

 

金谷：  よろしくお願いいたします。  

 

IRTV：  貴社は 2026 年９月 14 日に株式譲渡のお知らせを開示され 、 ブランディングを手

掛けるパドルデザインカンパニー株式会社を 子会社化されると発表されました。 本日はこの

M&A の狙いや相乗効果、合わせて発表された 株主還元強化についてお伺いしていきます。  

 

 まずは、金谷さんの自己紹介と 企業概要を教えていただけますでしょうか。  

 

金谷：  ヴィス は『 はたらく人々を幸せに。 』 をパーパスに 、 オフィスデザインを中心に ブ

ランディング事業を展開する会社でございます。 また、造ったオフィス で体験価値を高める

エクスペリエンスデザインというものを掛け合わせ ながら、ワークデザインを展開している

会社です。  

 

 

https://youtu.be/XDifpWiW5gg?si=RsHKomKulRdBlRb5


パドルデザインカンパニー 株式会社と M&A  

M&A による相乗効果  

IRTV：  パドルデザインカンパニー社 を M&A された ということですが 、 両社が一緒になる

ことで生まれる 相乗効果について具体的に教えていただけますでしょうか。  

 

金谷：  我々は空間デザインを 強みとしており、 パドルデザインカンパニー 様は企業のビジ

ョン・ ミッション ・ バリューや 企業理念の言語化を得意とされて います。 また、 創業 25 年、

従業員が 16 名の会社です。社長が営業兼ディレクターをされており、 15 名のデザイナーの

方がいらっしゃるクリエイティブ集団で す。  

 

IRTV：  社長がおひとりで営業されているのですね。  

 

金谷：  そうです。  

営業マン自体は必要なく、全てお問い合わせで 獲得されております。  

クリエイティブエージェンシー で言いますと 、大手企業の下請けというケースもありますが、

直取引が 90% 以上、 リピート率 70% という ことで、非常に信頼 性の高い会社だと考えてい

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



両社の顧客基盤の共有によるシナジー  

IRTV：  パドルデザインカンパニー 様と貴社の顧客基盤を相互にご紹介し合うことで、案件

数や一件あたりの単価をどの程度高めていく 想定でしょうか。  

 

金谷：  オフィスデザインはタイミングビジネス ですので、オフィス移転 や改装のタイミン

グ以外では大きなビジネスになり づらいですが、 パドルデザインカンパニー 様の、川上の企

業理念の構築や経営課題の解決といった 「 ブランディング 」領域 から参入することにより 、

案件が早期化され、 営業機会が創出される という狙いがあります。 また、オフィスデザイン

をさせていただいた後に 、企業理念の構築などの支援を行うことで、クロスセルが実現でき、

一社あたりの LTVを高めていきたいと考えております。  

 

 

 

収益構造の転換 

IRTV：  収益構造の転換にもなるのでしょうか。  

 

金谷：  デザイン業務 の拡大によって 粗利益率の向上を狙います。  

 

なぜ M&A を選んだのか  

IRTV：  元々貴社でも ブランディング の機能をお持ちですが、 社内で育てていくよりも M&A

という選択肢を 選ばれた背景はどういったところでしょうか。  

 

金谷：  パドルデザインカンパニー 様は創業 25 年、取引実績 3,000 件超えと いう基盤があ

り、 優秀なデザイナーが 15 名いらっしゃるという点に大きな魅力を感じました。 当社は、

インテリアデザイナーが中心で 、 グラフィック 系デザイナーは 数名しかおりませんでした。

そこに入っていただくことで、 専門性を組織のノウハウとして蓄積し、 お客様に付加価値の

高いサービス を提供することが 狙いです。  

 

IRTV：  今回の買収を経て、デザイナー 同士のコミュニケーションの場は 想定していますか。  

 

金谷：  オフィスの共有や 社内イベント を通じて 、 人間関係を構築していく中で 仕事の質を

高めることができると 考えています。 また、勉強会を開催し、当社のメンバーに彼らのノウ

ハウを共有いただくことで文化と 知見を融合していき たいと考えています 。  



 

IRTV：  クリエイティブは 様々な刺激から生まれますよね。  

 

金谷：  そうですね。 ヴィスが特徴としている空間 、 体験のデザイン とパドルデザインカン

パニー様が持っているブラント 戦略をうまく交わらせながら拡大 できればと思います。  

 

 

 

 

統合後の人材活用 

IRTV：  パドルデザインカンパニー 様は社員数が 16 名ということで 、 少数精鋭だという印

象を受けましたが、 統合後は人材をどのように 活かしていこうとお考えですか。  

 

金谷：  我々はインテリアデザイン、 パドルデザインカンパニー 様はブランディングデザイ

ンですが、異なる 両社のデザイナーが交わることで 、お互いが持つ専門的な 知見が高まるよ

うな シナジー を期待しています。 人材としても成熟していくことで、 年間約 400 件手掛け

ている オフィス実績を基盤に、多角的にサービスを展開して まいります。  

 

今後の M&A についての考え  

IRTV：  今回の M&A は中期経営計画の一環と伺っています。 「 VISION2027 」の 成長投資枠

の中で、 今後の買収の規模間やパイプラインの 案件についてどのようにお考えでしょうか。  



 

金谷：  今回の M&A は成長投資の第１弾と 位置付けておりまして、資本コストや株価を意

識しながら 次のターゲットを探したいと考えています。最大 40 億円の成長投資の中で、一

件の単価が 10～20 億円というような規模 の会社を探しながら、 ワークデザインと親和性の

高い企業とのＭ＆Ａを引き続き 検討しております。  

株主還元 

IRTV：  投資と還元の両立についてもお伺いできればと思います。 貴社は成長投資として最

大 40 億円を掲げる一方、原則として減配しない累進配当 も打ち出されています。 攻めの投

資と還元の継続をどのように 両立させる お考えでいらっしゃいますか。  

 

金谷：  成長投資に力を入れたいと考えていますが、 バランスも重要です。 月商３ヶ月分の

手元資金を確保しながら、生み出すキャッシュを成長投資と株主還元 に分配します。  

 

 

 

IRTV：  ３ヶ月分の手元資金を残しつつ、 株主還元、成長投資へ キャッシュアロケーション

されていくということですね。  

株主還元につきまして 、配当性向を 30% から 40% へ引き上げられるということですが、こ

の 40% という数字は １つの到達点 と考えてよいのでしょうか。もしくは 、 今後はさらに 上

げる方針でしょうか。  

 



金谷：  40% にした理由といたしましては、 国内の同業の大手企業（什器メーカー等） の水

準を参考に、業界の流れに合った 配当性向を設定いたしました。 昨年度から累進配当を 打ち

出し、原則として減配せずに 安定した増配が可能な方針を出しています ので、株主の皆様に

安心して長期保有 していただきたいという思いがあります。 配当性向のさらなる 引き上げは、

現時点では想定しておらず、 成長投資とのバランスを重視しております。  

 

 

株主優待新設 

IRTV：  今回、株主優待を新設された狙いと、 安定株主作りへの考えを教えてください。  

 

金谷：  当社の課題の一つに流動性の低さがあります。 今回の株主優待の導入により、 100

株保有されている株主様 に、 200、 300 株と保有していただくことで、 活性化を図ります 。

それにより、 複数単元の保有を促し、 株主層の拡大と市場流動性の両立を目指します。  

また、株式会社 ウィルズ様 のプラットフォームを使用し、電子マネーやデジタルポイントへ

の交換に対応しております。  

原則として、２単元以上 を保有されている株主様が対象となりますが、 当社の株主構成が

100 株に次いで 1,000 保有の層が多いため、さらに保有いただけるよう 1,500 株以上の優待

を手厚く設定しております。 ８月末の 株価の算定では、 1,500 株以上保有いただいた株主様

の想定利回りが 6.02% となっております。 200 株以上保有の方につきましては、 総利回りの

シミュレーションが 4.69% と高い水準を意識し設計しました 。  

 



IRTV：  株主様のことを思っての株主還元 ということがとても伝わります。  

 

金谷：  ありがとうございます。  

市場評価と魅力を 発信することも重要だと 考えております 。  

 

 

 

 

 

 



IRTV：  最後に視聴者、投資家の皆さまにメッセージをお願いいたします。  

 

金谷：  今回の株主優待の新設を筆頭に、業績成長 はもちろんのこと、 誠意ある情報発信を

続けていきたいと考えておりますので、 引き続き応援のほどよろしくお願いいたします。  

 

IRTV：  金谷さん、本日は 貴重なお話をいただき ありがとうございました。  

 

金谷：  ありがとうございました。  

 

 

………………………………………………………………………………………………………………… 

（記事おわり）  

 

 

 

 

【適時開示資料】  

■ 株主優待制度の新設に関するお知らせ  

■ パドルデザインカンパニー 株式会社の株式取得（子会社化） に関するお知らせ  

 

 

【会社概要】   

社名：株式会社ヴィス   

代表者：代表取締役会長  中村 勇人 代表取締役社長 金谷 智浩  

事業内容：ブランディング、データソリューション、プレイスソリューション   

設立： 1998 年 4 月 13 日  

上場市場：東京証券取引所  スタンダード市場（証券コード： 5071 ）   

HP： https://vis -produce.com   

 

【本件に関するお問い合わせ先】   

株式会社ヴィス  IR 担当  

E-mail ： ir@vis -produce.com  

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02976/d54b8838/76a2/4a80/83fc/d335208cfb93/140120260910534443.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02976/b01dd1da/5e77/42c1/92f9/990cb7903606/140120260910534149.pdf
https://vis-produce.com/
mailto:ir@vis-produce.com
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